
(57)【要約】

【課題】優先順位の低いプロセッサがタイムアウトにな

ることにより生じるシステム性能の低下を回避すること

及びリアルタイム処理の必要性が高いプロセッサに最優

先でバス使用許可を与えること。

【解決手段】要求受付部２０１は、プロセッサ１０２－

１～１０２－３からの共通バス１０１の使用要求を受け

付ける。カウンタ２０２－１～２０２－３は、プロセッ

サ毎に対応しており、プロセッサの優先順位に対応して

重み付けられた値でカウントする。最大値検出部２０４

は、バス使用要求のあったプロセッサに対応するカウン

タを読み取り、最大値を検出する。レジスタ検知部２０

５は、プロセッサにおいてリアルタイム処理の必要性が

高いか否かを検知する。要求決定部２０６は、最大値検

出部２０４及びレジスタ検知部２０５から通知された情

報に基づいてバスの使用許可を与えるプロセッサを決定

する。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の プ ロ セ ッ サ と 、
前 記 複 数 の プ ロ セ ッ サ が 接 続 さ れ た 共 通 バ ス と 、
前 記 プ ロ セ ッ サ か ら の 共 通 バ ス の 使 用 要 求 回 数 を プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に 対 応 す る 重 み 付
け を 行 っ て カ ウ ン ト す る 計 数 手 段 と 、 前 記 計 数 手 段 に よ っ て カ ウ ン ト さ れ た 値 と 、 前 記 プ
ロ セ ッ サ か ら の リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い か 低 い か を 示 す 情 報 と に 基 づ い て 共 通 バ
ス の 使 用 許 可 を 前 記 プ ロ セ ッ サ に 与 え る 要 求 決 定 手 段 と 、 を 具 備 す る バ ス 調 停 部 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 要 求 決 定 手 段 は 、 プ ロ セ ッ サ に お け る リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い 場 合 、 当 該 プ
ロ セ ッ サ に 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を 他 の プ ロ セ ッ サ に 優 先 し て 与 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 計 数 手 段 は 、 プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に 対 応 す る 重 み 付 け が 行 わ れ た 初 期 値 を 設 定 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 計 数 手 段 は 、 カ ウ ン タ の 初 期 値 を 任 意 に 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求
項 ３ の い ず れ か に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム を 具 備 す る こ と を 特
徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム を 具 備 す る こ と を 特
徴 と す る 通 信 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
共 通 バ ス に 接 続 さ れ 、 異 な る 優 先 順 位 が 定 め ら れ た 複 数 の プ ロ セ ッ サ か ら 共 通 バ ス の 使 用
要 求 が 競 合 し た 場 合 、 一 つ の プ ロ セ ッ サ に 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を 与 え る バ ス 調 停 方 法 に お
い て 、
前 記 プ ロ セ ッ サ か ら の 共 通 バ ス の 使 用 要 求 回 数 を プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に 対 応 す る 重 み 付
け を 行 っ て カ ウ ン ト す る 計 数 工 程 と 、
前 記 計 数 工 程 に よ っ て カ ウ ン ト さ れ た 値 と 、 プ ロ セ ッ サ か ら の リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性
が 高 い か 低 い か を 示 す 情 報 と に 基 づ い て 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を プ ロ セ ッ サ に 与 え る 要 求 決
定 工 程 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る バ ス 調 停 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 及 び バ ス 調 停 方 法 に 関 し 、 例 え ば 、 共 通 バ ス に 接 続
さ れ た 複 数 の プ ロ セ ッ サ よ り な る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に お け る 共 通 バ ス へ の ア ク セ
ス 制 御 に 適 用 し て 好 適 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 共 通 バ ス を 複 数 の プ ロ セ ッ サ で 使 用 す る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に お け る バ ス 調
停 方 法 で は 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ か ら 同 時 に 共 通 バ ス を 使 用 す る 要 求 （ バ ス 使 用 要 求 ） が 生
じ た 場 合 、 す な わ ち 共 通 バ ス に 対 す る 競 合 が 生 じ た 場 合 、 こ の 競 合 を 避 け る た め の 制 御 が
行 わ れ る 。 例 え ば 、 競 合 を 避 け る た め に プ ロ セ ッ サ に 優 先 順 位 を つ け 、 優 先 順 位 が 高 い プ
ロ セ ッ サ か ら 共 通 バ ス の 使 用 を 許 可 す る （ バ ス 使 用 許 可 ） な ど が あ る 。 そ の 際 、 優 先 順 位
の 高 い プ ロ セ ッ サ が 共 通 バ ス を 使 用 す る 時 間 が 長 い と 、 優 先 順 位 の 低 い 他 の プ ロ セ ッ サ は
バ ス 使 用 許 可 が 得 ら れ ず タ イ ム ア ウ ト に な っ て し ま う こ と が あ る が 、 こ れ を 回 避 す る バ ス
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調 停 方 法 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の バ ス 調 停 方 法 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る 。 こ の 方 法 で は 、 優 先 順 位 の 低 い プ ロ セ ッ サ が
タ イ ム ア ウ ト を 回 避 す る こ と が で き る よ う に 、 最 も 優 先 順 位 の 高 い プ ロ セ ッ サ 以 外 の 各 プ
ロ セ ッ サ の 待 ち 時 間 を 計 測 す る タ イ マ を 設 け る 。 待 ち 時 間 が 計 測 さ れ る プ ロ セ ッ サ の い ず
れ か に お い て バ ス 使 用 要 求 が 出 さ れ る と 、 タ イ マ は カ ウ ン ト を 開 始 し 、 一 定 時 間 が 経 過 し
た プ ロ セ ッ サ は 優 先 順 位 が 高 い 他 の プ ロ セ ッ サ に 対 し バ ス 使 用 要 求 を 出 す の を 抑 止 す る よ
う に 抑 止 フ ラ グ を 立 て る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ３ ３ ０ ２ ９ ０ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の バ ス 調 停 方 法 で は 、 優 先 順 位 が ２ 番 目 以 降 の プ ロ セ ッ サ の
待 ち 時 間 を 計 測 す る タ イ マ は あ る が 、 最 も 優 先 順 位 の 高 い プ ロ セ ッ サ に は タ イ マ が 設 け ら
れ て い な い 。 こ の た め 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 を 状 況 に 応 じ て 柔 軟 に 変 更 す る こ と
が で き ず 、 優 先 順 位 の 低 い プ ロ セ ッ サ は 共 通 バ ス の 使 用 許 可 が 所 定 時 間 内 に 与 え ら れ な い
と タ イ ム ア ウ ト に な り 、 こ れ に よ り シ ス テ ム 性 能 の 低 下 を 招 く と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い プ ロ セ ッ サ が バ ス 使 用 要 求 を 出 し て い る に も か か
わ ら ず 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 低 い プ ロ セ ッ サ に 対 し て バ ス 使 用 許 可 が 出 て し ま う
可 能 性 が あ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 優 先 順 位 の 低 い プ ロ セ ッ サ が タ イ ム ア ウ
ト に な る こ と に よ り 生 じ る シ ス テ ム 性 能 の 低 下 を 回 避 す る こ と が で き る マ ル チ プ ロ セ ッ サ
シ ス テ ム 及 び バ ス 調 停 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い プ ロ セ ッ サ に 最 優 先 で バ ス 使 用 許 可 を 与 え る こ と
が で き る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 及 び バ ス 調 停 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
か か る 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム は 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ と
、 前 記 複 数 の プ ロ セ ッ サ が 接 続 さ れ た 共 通 バ ス と 、 前 記 プ ロ セ ッ サ か ら の 共 通 バ ス の 使 用
要 求 回 数 を プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に 対 応 す る 重 み 付 け を 行 っ て カ ウ ン ト す る 計 数 手 段 と 、
前 記 計 数 手 段 に よ っ て カ ウ ン ト さ れ た 値 と 、 前 記 プ ロ セ ッ サ か ら の リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必
要 性 が 高 い か 低 い か を 示 す 情 報 と に 基 づ い て 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を 前 記 プ ロ セ ッ サ に 与 え
る 要 求 決 定 手 段 と 、 を 具 備 す る バ ス 調 停 部 と 、 を 具 備 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 プ ロ セ ッ サ か ら の 共 通 バ ス の 使 用 要 求 回 数 を プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に
対 応 す る 重 み 付 け を 行 っ て カ ウ ン ト し た 値 に 基 づ い て 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を プ ロ セ ッ サ に
与 え る こ と か ら 、 優 先 順 位 の 低 い プ ロ セ ッ サ が タ イ ム ア ウ ト に な る こ と を 防 止 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 プ ロ セ ッ サ に お け る リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い か 低 い か を 示 す 情 報
と に 基 づ い て 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を プ ロ セ ッ サ に 与 え る こ と か ら 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必
要 性 が 高 い プ ロ セ ッ サ が あ る 場 合 に 、 優 先 順 位 が 高 く て も リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 低
い プ ロ セ ッ サ に 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を 与 え る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム は 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 要 求 決 定 手 段 が 、 プ ロ セ
ッ サ に お け る リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い 場 合 、 当 該 プ ロ セ ッ サ に 共 通 バ ス の 使 用 許
可 を 他 の プ ロ セ ッ サ に 優 先 し て 与 え る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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こ の 構 成 に よ れ ば 、 プ ロ セ ッ サ に お け る リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い 場 合 、 こ の プ ロ
セ ッ サ に 優 先 的 に 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を 与 え る こ と で 、 プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に か か わ ら
ず 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 低 い プ ロ セ ッ サ に 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を 与 え る こ と を 回
避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム は 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 計 数 手 段 が 、 プ ロ セ ッ サ
の 優 先 順 位 に 対 応 す る 重 み 付 け が 行 わ れ た 初 期 値 を 設 定 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 初 期 値 を 設 定 す る こ と で プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に 対 応 す る 重 み 付 け を
行 っ て お り 、 初 期 値 の 設 定 と い う 簡 易 な 調 整 を 行 う だ け で 、 優 先 順 位 の 低 い プ ロ セ ッ サ が
タ イ ム ア ウ ト に な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム は 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 計 数 手 段 が 、 カ ウ ン タ の
初 期 値 を 任 意 に 変 更 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 基 地 局 装 置 は 、 上 記 構 成 の い ず れ か の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム を 具 備 す る 構 成
を 採 る 。 ま た 、 本 発 明 の 通 信 端 末 装 置 は 、 上 記 構 成 の い ず れ か の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ
ム を 具 備 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ ら の 構 成 に よ れ ば 、 優 先 順 位 の 低 い プ ロ セ ッ サ が タ イ ム ア ウ ト に な る こ と を 防 止 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い プ ロ セ ッ サ が あ る 場 合 に 、 優 先 順
位 が 高 く て も リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 低 い プ ロ セ ッ サ に 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を 与 え る
こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の バ ス 調 停 方 法 は 、 共 通 バ ス に 接 続 さ れ 、 異 な る 優 先 順 位 が 定 め ら れ た 複 数 の プ ロ
セ ッ サ か ら 共 通 バ ス の 使 用 要 求 が 競 合 し た 場 合 、 一 つ の プ ロ セ ッ サ に 共 通 バ ス の 使 用 許 可
を 与 え る バ ス 調 停 方 法 に お い て 、 前 記 プ ロ セ ッ サ か ら の 共 通 バ ス の 使 用 要 求 回 数 を 、 プ ロ
セ ッ サ の 優 先 順 位 に 対 応 す る 重 み 付 け を 行 っ て カ ウ ン ト す る 計 数 工 程 と 、 前 記 計 数 工 程 に
よ っ て カ ウ ン ト さ れ た 値 と 、 プ ロ セ ッ サ か ら の リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い か 低 い か
を 示 す 情 報 と に 基 づ い て 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を プ ロ セ ッ サ に 与 え る 要 求 決 定 工 程 と 、 を 具
備 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 方 法 に よ れ ば 、 プ ロ セ ッ サ か ら の 共 通 バ ス の 使 用 要 求 回 数 を プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に
対 応 す る 重 み 付 け を 行 っ て カ ウ ン ト し た 値 に 基 づ い て 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を プ ロ セ ッ サ に
与 え る こ と か ら 、 優 先 順 位 の 低 い プ ロ セ ッ サ が タ イ ム ア ウ ト に な る こ と を 防 止 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 プ ロ セ ッ サ に お け る リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い か 低 い か を 示 す 情 報
と に 基 づ い て 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を プ ロ セ ッ サ に 与 え る こ と か ら 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必
要 性 が 高 い プ ロ セ ッ サ が あ る 場 合 に 、 優 先 順 位 が 高 く て も リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 低
い プ ロ セ ッ サ に 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を 与 え る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 骨 子 は 、 異 な る 優 先 順 位 が 定 め ら れ た 複 数 の プ ロ セ ッ サ を 共 通 バ ス に 接 続 し 、 バ
ス の 使 用 要 求 回 数 を プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に 対 応 す る 重 み 付 け を 行 っ て カ ウ ン ト し た 値 と
、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い か 低 い か を 示 す 情 報 と に 基 づ い て 、 共 通 バ ス の 使 用 許
可 を プ ロ セ ッ サ に 与 え る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ れ に よ り 、 優 先 順 位 の 低 い プ ロ セ ッ サ が タ イ ム ア ウ ト に な る こ と を 防 止 す る こ と が で き
る の で 、 シ ス テ ム 性 能 の 低 下 を 回 避 す る こ と が で き る 。 ま た 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性
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が 高 い プ ロ セ ッ サ が あ る 場 合 に は 、 優 先 順 位 が 高 く て も リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 低 い
プ ロ セ ッ サ に 共 通 バ ス の 使 用 許 可 が 与 え ら れ る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 一 実 施 の 形 態 ）
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 共 通 バ ス １ ０ １ は 、 ３ 台 の プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ３
が 接 続 さ れ て お り 、 ３ 台 の プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ３ に よ っ て 適 宜 １ 台 ず つ 使 用
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ３ は 、 共 通 バ ス の 使 用 要 求 が 発 生 し た と き に そ れ ぞ れ 要
求 線 １ ０ ４ － １ ～ １ ０ ４ － ３ を 介 し て バ ス 調 停 部 １ ０ ６ に バ ス 使 用 要 求 を 行 う 。 ま た 、 バ
ス 調 停 部 １ ０ ６ か ら そ れ ぞ れ 回 答 線 １ ０ ７ － １ ～ １ ０ ７ － ３ を 介 し て バ ス 使 用 許 可 が 与 え
ら れ 、 バ ス 使 用 許 可 を 受 け た プ ロ セ ッ サ の み 共 通 バ ス １ ０ １ に ア ク セ ス （ 使 用 ） 可 能 と な
る 。 こ こ で は 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ３ の 優 先 順 位 は 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １
が 一 番 高 く 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ２ が 次 に 高 く 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ が 一 番 低 い も の と
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
優 先 レ ジ ス タ １ ０ ３ － １ ～ １ ０ ３ － ３ は 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ３ 内 に そ れ ぞ
れ 備 え ら れ て お り 、 各 プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に か か わ ら ず 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ ～ １ ０
２ － ３ に よ り フ ラ グ が 立 て ら れ る こ と に よ り 、 最 優 先 で 共 通 バ ス に ア ク セ ス す る 必 要 が あ
る こ と を 示 す 。 優 先 レ ジ ス タ １ ０ ３ － １ ～ １ ０ ３ － ３ は リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い
場 合 、 レ ジ ス タ 信 号 線 １ ０ ５ － １ ～ １ ０ ５ － ３ を そ れ ぞ れ 介 し て 優 先 レ ジ ス タ の フ ラ グ が
バ ス 調 停 部 １ ０ ６ に よ り 検 知 さ れ 、 バ ス 使 用 要 求 の 優 先 順 位 が 最 優 先 で あ る こ と を 通 知 す
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
バ ス 調 停 部 １ ０ ６ は 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ３ か ら 要 求 線 １ ０ ４ － １ ～ １ ０ ４
－ ３ を そ れ ぞ れ 介 し て バ ス 使 用 要 求 を 受 け 、 使 用 許 可 を 与 え る プ ロ セ ッ サ を 予 め 定 め ら れ
た 優 先 順 位 に 基 づ い て 選 択 し 、 選 択 し た プ ロ セ ッ サ に 回 答 線 １ ０ ７ － １ ～ １ ０ ７ － ３ を 介
し て バ ス 使 用 許 可 を 与 え る 。 な お 、 優 先 レ ジ ス タ に フ ラ グ が 立 て ら れ た 場 合 に は 、 フ ラ グ
を 立 て た プ ロ セ ッ サ に 最 優 先 で バ ス 使 用 許 可 を 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に お け る バ ス 調 停 部 １ ０
６ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 要 求 受 付 部 ２ ０ １ は 、 プ ロ セ ッ
サ １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ３ か ら の バ ス 使 用 要 求 を 受 け 付 け 、 バ ス の 使 用 を 要 求 し て い る プ
ロ セ ッ サ が １ つ の 場 合 は 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ に 、 複 数 の 場 合 は 最 大 値 検 出 部 ２ ０ ４ に バ ス 使
用 要 求 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
カ ウ ン タ ２ ０ ２ － １ ～ ２ ０ ２ － ３ は プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ３ に そ れ ぞ れ 対 応 し
て お り 、 あ ら か じ め 優 先 順 位 に 基 づ い て 初 期 値 が 重 み 付 け さ れ て お り 、 例 え ば 、 プ ロ セ ッ
サ １ ０ ２ － １ に 対 応 し た カ ウ ン タ ２ ０ ２ － １ は “ ３ ” 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ２ に 対 応 し た
カ ウ ン タ ２ ０ ２ － ２ は “ ２ ” 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ に 対 応 し た カ ウ ン タ ２ ０ ２ － ３ は “
１ ” と な っ て い る も の と し 、 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ か ら カ ウ ン ト 指 示 が 入 力 さ れ る と 、 そ れ ぞ
れ “ １ ” ず つ カ ウ ン ト す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
最 大 値 検 出 部 ２ ０ ４ は 、 要 求 受 付 部 ２ ０ １ か ら 通 知 さ れ た 内 容 を 基 に 、 共 通 バ ス の 使 用 を
要 求 し て い る プ ロ セ ッ サ に 対 応 し た カ ウ ン タ 値 を 読 み 取 る 。 読 み 取 っ た カ ウ ン タ 値 の 中 か
ら 最 大 値 を 検 出 し 、 最 大 値 と な る プ ロ セ ッ サ 番 号 と そ れ 以 外 の バ ス 使 用 要 求 の あ っ た プ ロ
セ ッ サ 番 号 と を 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ に 通 知 す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
レ ジ ス タ 検 知 部 ２ ０ ５ は 、 優 先 レ ジ ス タ １ ０ ３ － １ ～ １ ０ ３ － ３ に お い て 、 フ ラ グ が 立 っ
て い る か 否 か を 検 知 す る 。 フ ラ グ を 検 知 し た 情 報 は 、 優 先 レ ジ ス タ 情 報 と し て 要 求 決 定 部
２ ０ ６ に 通 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
要 求 決 定 部 ２ ０ ６ は 、 要 求 受 付 部 ２ ０ １ 又 は 最 大 値 検 出 部 ２ ０ ４ か ら 通 知 さ れ た 情 報 と レ
ジ ス タ 検 知 部 ２ ０ ５ か ら 通 知 さ れ た 情 報 と に 基 づ い て バ ス 使 用 許 可 を 与 え る プ ロ セ ッ サ を
選 択 し 、 選 択 し た プ ロ セ ッ サ に バ ス 使 用 許 可 を 与 え る 。 ま た 、 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ に 入 力 さ
れ た プ ロ セ ッ サ 番 号 の う ち 、 バ ス 使 用 許 可 が 与 え ら れ な か っ た プ ロ セ ッ サ に 対 応 す る カ ウ
ン タ に カ ウ ン ト 指 示 を 行 い 、 バ ス 使 用 許 可 を 与 え た プ ロ セ ッ サ に 対 応 す る カ ウ ン タ に つ い
て は 、 後 述 す る カ ウ ン タ 初 期 値 記 憶 部 ２ ０ ７ か ら 対 応 す る カ ウ ン タ の 初 期 値 を 読 み 出 し 、
カ ウ ン タ 信 号 線 を 介 し て 初 期 値 に リ セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
カ ウ ン タ 初 期 値 記 憶 部 ２ ０ ７ は 、 レ ジ ス タ ２ ０ ８ － １ ～ ２ ０ ８ － ３ を 備 え て お り 、 レ ジ ス
タ ２ ０ ８ － １ ～ ２ ０ ８ － ３ は そ れ ぞ れ 予 め 重 み 付 け さ れ た 値 を 記 憶 し て い る 。 具 体 的 に は
、 レ ジ ス タ ２ ０ ８ － １ ～ ２ ０ ８ － ３ は 、 カ ウ ン タ ２ ０ ２ － １ ～ ２ ０ ２ － ３ に そ れ ぞ れ 対 応
し た も の で あ り 、 そ れ ぞ れ の カ ウ ン タ の 初 期 値 を 格 納 し て い る 。 な お 、 初 期 値 は 要 求 決 定
部 ２ ０ ６ に よ っ て 任 意 に 変 更 す る こ と が で き る 。 ま た 、 カ ウ ン タ ２ ０ ２ － １ ～ ２ ０ ２ － ３
及 び カ ウ ン タ 初 期 値 記 憶 部 ２ ０ ７ は 、 計 数 手 段 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
上 述 し た 構 成 で は 、 初 期 値 を 設 定 す る こ と で プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に 対 応 す る 重 み 付 け を
行 っ て お り 、 こ の よ う な 簡 易 な 調 整 を 行 う だ け で 、 優 先 順 位 の 低 い プ ロ セ ッ サ が タ イ ム ア
ウ ト に な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 上 述 し た 構 成 に お い て 、 優 先 順 位 の 低 い
プ ロ セ ッ サ が タ イ ム ア ウ ト に な る 前 に 共 通 バ ス の 使 用 許 可 が 与 え ら れ る よ う に 、 初 期 値 の
重 み 付 け が 行 わ れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 上 記 構 成 を 有 す る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 図 １ 及 び 図 ２ を 用 い て
説 明 す る 。 以 下 、 （ Ａ ） バ ス 使 用 要 求 の 競 合 が な い 場 合 、 （ Ｂ ） バ ス 使 用 要 求 の 競 合 が あ
る 場 合 、 （ Ｃ ） リ ア ル タ イ ム 処 理 が 必 要 な 場 合 、 に 分 け て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ Ａ ） バ ス 使 用 要 求 の 競 合 が 無 い 場 合
こ こ で は 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ の み が バ ス 使 用 要 求 を 行 う 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 プ ロ
セ ッ サ １ ０ ２ － ３ か ら 要 求 線 １ ０ ４ － ３ を 介 し て 出 力 さ れ た バ ス 使 用 要 求 は 、 バ ス 調 停 部
１ ０ ６ 内 の 要 求 受 付 部 ２ ０ １ で 受 け 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
要 求 受 付 部 ２ ０ １ で は 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ か ら 出 力 さ れ た バ ス 使 用 要 求 を 受 け る と 、
プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ 及 び １ ０ ２ － ２ か ら の バ ス 使 用 要 求 と の 競 合 が あ る か ど う か を 判 断
す る 。 こ の 場 合 は 、 競 合 が な い 場 合 を 想 定 し て い る の で 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ か ら の バ
ス 使 用 要 求 を 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
要 求 決 定 部 ２ ０ ６ で は 、 要 求 受 付 部 ２ ０ １ か ら プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ の バ ス 使 用 要 求 が 通
知 さ れ る と 、 レ ジ ス タ 検 知 部 ２ ０ ５ か ら の 優 先 レ ジ ス タ 情 報 を も と に リ ア ル タ イ ム 処 理 の
必 要 性 が あ る プ ロ セ ッ サ の 有 無 を 判 断 す る 。 こ こ で は 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が あ る
プ ロ セ ッ サ が 無 い 場 合 を 想 定 し て い る の で 、 バ ス 使 用 許 可 が 回 答 線 １ ０ ７ － ３ を 介 し て プ
ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ に 送 出 さ れ る 。 ま た 、 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ で は 、 カ ウ ン タ 初 期 値 記 憶 部
２ ０ ７ 内 の レ ジ ス タ ２ ０ ８ － ３ に 格 納 さ れ た 初 期 値 を 読 み 出 し 、 カ ウ ン タ 信 号 線 ２ ０ ９ －
３ を 介 し て カ ウ ン タ ２ ０ ２ － ３ を 初 期 値 に リ セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ は 、 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ か ら バ ス 使 用 許 可 を 受 け る と 、 バ ス １ ０ １ へ
の ア ク セ ス （ 使 用 ） が 可 能 と な り 、 バ ス １ ０ １ の 使 用 状 態 が 空 き に な る と 、 バ ス １ ０ １ へ
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の ア ク セ ス を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ Ｂ ） バ ス 使 用 要 求 の 競 合 が あ る 場 合
こ こ で は 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ と プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ と か ら の バ ス 使 用 要 求 が 競 合 し
た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ か ら 要 求 線 １ ０ ４ － １ を 介 し て 出 力 さ れ
た バ ス 使 用 要 求 と 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ か ら 要 求 線 １ ０ ４ － ３ を 介 し て 出 力 さ れ た バ ス
使 用 要 求 と は 、 バ ス 調 停 部 １ ０ ６ 内 の 要 求 受 付 部 ２ ０ １ で 受 け 付 け ら れ る 。 要 求 受 付 部 ２
０ １ で は 、 受 け 付 け た プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ 及 び １ ０ ２ － ３ か ら の バ ス 使 用 要 求 を 最 大 値
検 出 部 ２ ０ ４ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
最 大 値 検 出 部 ２ ０ ４ で は 、 要 求 受 付 部 ２ ０ １ か ら 通 知 さ れ た プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ 及 び １
０ ２ － ３ の バ ス 使 用 要 求 を 受 け る と 、 そ れ ぞ れ の プ ロ セ ッ サ に 対 応 し た カ ウ ン タ 、 す な わ
ち カ ウ ン タ ２ ０ ２ － １ 及 び ２ ０ ２ － ３ の 値 を 読 み 取 り 、 最 大 の カ ウ ン タ 値 を 検 出 す る 。 最
大 値 と な る プ ロ セ ッ サ 番 号 と そ れ 以 外 の バ ス 使 用 要 求 の あ っ た プ ロ セ ッ サ 番 号 と が 要 求 決
定 部 ２ ０ ６ に 通 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
要 求 決 定 部 ２ ０ ６ で は 、 最 大 値 検 出 部 ２ ０ ４ か ら プ ロ セ ッ サ 番 号 が 通 知 さ れ る と 、 レ ジ ス
タ 検 知 部 ２ ０ ５ か ら の 優 先 レ ジ ス タ 情 報 を も と に リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が あ る プ ロ セ
ッ サ の 有 無 を 判 断 す る 。 こ こ で は 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が あ る プ ロ セ ッ サ が 無 い 場
合 を 想 定 し て い る の で 、 最 大 値 検 出 部 ２ ０ ４ か ら 通 知 さ れ た カ ウ ン タ 値 が 最 大 の プ ロ セ ッ
サ （ こ こ で は プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ ） に バ ス 使 用 許 可 が 与 え ら れ る 。 ま た 、 プ ロ セ ッ サ １
０ ２ － ３ に は バ ス 使 用 許 可 が 与 え ら れ な い の で 、 バ ス の 使 用 を 許 可 し な い 旨 （ バ ス 使 用 不
許 可 ） が 通 知 さ れ る 。 同 時 に 、 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ は カ ウ ン タ 初 期 値 記 憶 部 ２ ０ ７ 内 の レ ジ
ス タ ２ ０ ８ － １ を 読 み 取 り 、 カ ウ ン タ 信 号 線 ２ ０ ９ － １ を 介 し て カ ウ ン タ ２ ０ ２ － １ の 値
を 初 期 値 に リ セ ッ ト す る 。 ま た 、 カ ウ ン タ 信 号 線 ２ ０ ９ － ３ を 介 し て カ ウ ン タ ２ ０ ２ － ３
の 値 に “ １ ” を 加 え る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
バ ス 使 用 要 求 が 許 可 さ れ な か っ た プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ は 、 も う １ 度 、 バ ス 使 用 要 求 を 要
求 受 付 部 ２ ０ １ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ こ で 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ か ら の バ ス 使 用 要 求 が 許 可 さ れ た 場 合 、 要 求 決 定 部 ２ ０ ６
は プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ に バ ス 使 用 許 可 を 与 え 、 同 時 に 、 カ ウ ン タ 初 期 値 記 憶 部 ２ ０ ７ 内
の レ ジ ス タ ２ ０ ８ － ３ か ら 初 期 値 を 読 み 取 り 、 カ ウ ン タ 信 号 線 ２ ０ ９ － ３ を 介 し て カ ウ ン
タ ２ ０ ２ － ３ の 値 を 初 期 値 に リ セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
な お 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ 及 び １ ０ ２ － ３ と の バ ス 使 用 要 求 の 競 合 に お い て 、 プ ロ セ ッ
サ １ ０ ２ － １ 及 び １ ０ ２ － ３ に 対 応 し た カ ウ ン タ の 値 が 同 じ 場 合 、 最 大 値 検 出 部 ２ ０ ４ は
カ ウ ン タ 初 期 値 記 憶 部 ２ ０ ７ 内 の レ ジ ス タ ２ ０ ８ － １ 及 び ２ ０ ８ － ３ の 値 を 読 み 取 り 、 最
大 値 を 検 出 す る 。 こ れ 以 降 の 処 理 は 上 述 し た 内 容 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ Ｃ ） リ ア ル タ イ ム 処 理 が 必 要 な 場 合
こ こ で は 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ２ が リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い 場 合 に つ い て 説 明 す
る 。 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ２ 内 が リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い こ と を 認 識 し 、 優 先 レ ジ
ス タ １ ０ ３ － ２ の フ ラ グ を 立 て る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
レ ジ ス タ 検 知 部 ２ ０ ５ は 、 レ ジ ス タ 信 号 線 １ ０ ５ － ２ を 介 し て 優 先 レ ジ ス タ １ ０ ３ － ２ の
優 先 レ ジ ス タ に フ ラ グ が 立 っ て い る か 否 か を 検 知 し 、 フ ラ グ が 立 っ て い る 場 合 に は 、 要 求
決 定 部 ２ ０ ６ に 優 先 レ ジ ス タ 情 報 と し て 通 知 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
要 求 決 定 部 ２ ０ ６ で は 、 レ ジ ス タ 検 知 部 ２ ０ ５ か ら の 優 先 レ ジ ス タ 情 報 を 基 に 、 バ ス 使 用
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許 可 が 回 答 線 １ ０ ７ － ２ を 介 し て プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ２ に 送 出 さ れ る 。 一 方 、 プ ロ セ ッ サ
１ ０ ２ － １ 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － ３ か ら バ ス 使 用 要 求 を 受 け て い る 場 合 に は 、 バ ス 使 用 不
許 可 が 回 答 線 １ ０ ７ － １ 、 １ ０ ７ － ３ を 介 し て プ ロ セ ッ サ １ ０ ２ － １ 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ２
－ ３ に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
な お 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ で リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い 場 合 、 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ で は
、 レ ジ ス タ 検 知 部 ２ ０ ５ か ら の 優 先 レ ジ ス タ 情 報 が 複 数 あ る こ と か ら 、 優 先 レ ジ ス タ 情 報
を 送 出 し た プ ロ セ ッ サ の う ち 、 最 大 値 検 出 部 ２ ０ ４ か ら 通 知 さ れ た カ ウ ン タ 値 が 最 大 の プ
ロ セ ッ サ に バ ス 使 用 許 可 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
上 述 し た （ Ａ ） か ら （ Ｃ ） の 動 作 を 図 ３ に ま と め る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係
る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 動 作 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 Ｓ Ｔ ３ ０ １
で は 、 レ ジ ス タ 検 知 部 ２ ０ ５ に お い て 、 優 先 レ ジ ス タ に フ ラ グ が 立 っ て い る か 否 か 、 す な
わ ち 、 各 プ ロ セ ッ サ に リ ア ル タ イ ム 処 理 を 必 要 と す る プ ロ セ ッ サ が あ る か 否 か が 検 知 さ れ
る 。 優 先 レ ジ ス タ 情 報 が あ る 場 合 、 Ｓ Ｔ ３ ０ ２ に 移 行 し 、 優 先 レ ジ ス タ 情 報 が な い 場 合 、
Ｓ Ｔ ３ ０ ３ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
Ｓ Ｔ ３ ０ ２ で は 、 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ に お い て 、 優 先 レ ジ ス タ 情 報 が 複 数 あ る か 否 か が 判 定
さ れ 、 複 数 あ る 場 合 、 Ｓ Ｔ ３ ０ ３ に 移 行 し 、 一 つ で あ る 場 合 、 Ｓ Ｔ ３ ０ ４ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
Ｓ Ｔ ３ ０ ３ で は 、 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ に お い て 、 最 大 値 検 出 部 ２ ０ ４ が 検 出 し た カ ウ ン タ 値
最 大 と な る プ ロ セ ッ サ に バ ス 使 用 許 可 を 与 え る こ と を 決 定 し 、 Ｓ Ｔ ３ ０ ５ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
Ｓ Ｔ ３ ０ ４ で は 、 要 求 決 定 部 ２ ０ ６ に お い て 、 優 先 レ ジ ス タ 情 報 を 送 出 し た プ ロ セ ッ サ に
バ ス 使 用 許 可 を 与 え る こ と を 決 定 し 、 Ｓ Ｔ ３ ０ ５ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
Ｓ Ｔ ３ ０ ５ で は 、 バ ス 使 用 許 可 を 与 え た プ ロ セ ッ サ に 対 応 す る カ ウ ン タ を カ ウ ン タ 初 期 値
記 憶 部 ２ ０ ７ に 記 憶 さ れ た 初 期 値 に リ セ ッ ト す る 。 ま た 、 バ ス 使 用 要 求 を 送 出 し て い た プ
ロ セ ッ サ の う ち 、 バ ス 使 用 許 可 が 与 え ら れ な か っ た プ ロ セ ッ サ に 対 応 す る カ ウ ン タ を 更 新
す る 。 以 上 に よ り 、 マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 動 作 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に 対 応 し た 初 期 値 に 設 定 し 、 共
通 バ ス の 使 用 要 求 が 許 可 さ れ な か っ た 回 数 を カ ウ ン ト し 、 共 通 バ ス を 使 用 す る 複 数 の プ ロ
セ ッ サ が 競 合 し た 場 合 、 カ ウ ン ト 値 が 最 大 と な る プ ロ セ ッ サ に バ ス 使 用 許 可 を 与 え る こ と
に よ り 、 優 先 順 位 の 低 い バ ス が タ イ ム ア ウ ト に な る こ と を 防 止 す る こ と が で き 、 シ ス テ ム
性 能 の 低 下 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ま た 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い プ ロ セ ッ サ は 、 プ ロ セ ッ サ 内 の 優 先 レ ジ ス タ の フ
ラ グ を 立 て 、 フ ラ グ が 検 知 さ れ る と プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に か か わ ら ず 、 フ ラ グ の 立 っ た
プ ロ セ ッ サ に バ ス 使 用 許 可 を 与 え る こ と に よ り 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い プ ロ セ
ッ サ が あ る 場 合 に は 、 優 先 順 位 が 高 く て も リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 低 い プ ロ セ ッ サ に
バ ス 使 用 許 可 を 与 え る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 異 な る 優 先 順 位 が 定 め ら れ た 複 数 の プ ロ セ ッ サ を
共 通 バ ス に 接 続 し 、 バ ス の 使 用 要 求 回 数 を プ ロ セ ッ サ の 優 先 順 位 に 対 応 す る 重 み 付 け を 行
っ て カ ウ ン ト し た 値 と 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い か 低 い か を 示 す 情 報 と に 基 づ い
て 、 共 通 バ ス の 使 用 許 可 を プ ロ セ ッ サ に 与 え る こ と に よ り 、 優 先 順 位 の 低 い プ ロ セ ッ サ が
タ イ ム ア ウ ト に な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る の で 、 シ ス テ ム 性 能 の 低 下 を 回 避 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 高 い プ ロ セ ッ サ が あ る 場 合 に は 、 優 先 順

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-199374 A 2004.7.15



位 が 高 く て も リ ア ル タ イ ム 処 理 の 必 要 性 が 低 い プ ロ セ ッ サ に 共 通 バ ス の 使 用 許 可 が 与 え ら
れ る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に お け る バ ス 調 停 部 の 内
部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 動 作 を 示 す フ ロ ー 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ １ 　 共 通 バ ス
１ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ３ 　 プ ロ セ ッ サ
１ ０ ３ － １ ～ １ ０ ３ － ３ 　 優 先 レ ジ ス タ
１ ０ ４ － １ ～ １ ０ ４ － ３ 　 要 求 線
１ ０ ５ － １ ～ １ ０ ５ － ３ 　 レ ジ ス タ 線
１ ０ ６ 　 バ ス 調 停 部
１ ０ ７ － １ ～ １ ０ ７ － ３ 　 回 答 線
２ ０ １ 　 要 求 受 付 部
２ ０ ２ － １ ～ ２ ０ １ － ３ 　 カ ウ ン タ
２ ０ ４ 　 最 大 値 検 出 部
２ ０ ５ 　 レ ジ ス タ 検 知 部
２ ０ ６ 　 要 求 決 定 部
２ ０ ７ 　 カ ウ ン タ 初 期 値 記 憶 部
２ ０ ８ － １ ～ ２ ０ ８ － ３ 　 レ ジ ス タ
２ ０ ９ － １ ～ ２ ０ ９ － ３ 　 カ ウ ン タ 信 号 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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